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▶【2021年3月期第2四半期決算および2021年3月期通期業績予想 発表者：取締役 森 圭助】

▶本日はお忙しい中、宝グループの2021年3月期第2四半期の決算説明会にお集まりいただき、誠
にありがとうございます。

▶ 2021年3月期第2四半期の決算と、2021年3月期通期の業績予想についてご説明します。
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 2021年3月期第2四半期の決算についてご説明します。
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【宝ホールディングス連結：連結損益計算書（売上高～営業利益）】

＜前期比＞

▶連結売上高は前期比97億1,800万円減収の1,277億8,400万円となりました。

▶売上総利益は、売上高の減少により、前期比16億1,100万円減益の、514億2,200万円となりまし
た。

▶販売費及び一般管理費では、販売促進費、管理費・その他に含まれる人件費が減少しましたが、
研究開発費などが増加し、営業利益は、前期比18億4,000万円減益の、57億8,200万円となりまし
た。

▶セグメント別では、売上高についてては、タカラバイオグループが、新型コロナウイルス感染症拡
大によるPCR検査関連製品の需要増加などにより増収となりましたが、宝酒造および宝酒造イン
ターナショナルグループが、飲食店需要の減少などにより減収となり、グループ全体で減収となり
ました。

▶営業利益につきましても、タカラバイオグループが、売上構成比の変化や生産稼働率の向上等
により原価率が低下したことなどから増益となったものの、宝酒造および宝酒造インターナショナ
ルグループにおいて、売上高の減少に伴う売上総利益の減少等により減益となったことから、グ
ループ全体でも減益となりました。

＜8/4予想比＞

▶売上高は、宝酒造インターナショナルグループおよびタカラバイオグループが計画を上回り、営
業利益は全てのセグメントで計画を上回ったことで、グループ全体で売上高、営業利益ともに予
想を上回りました。
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【宝ホールディングス連結：連結損益計算書（営業利益～親会社株主に帰属する四半期純利益）】

＜前期比＞

▶営業外収支は、営業外の収益と費用のネットで前期に比べ9000万円マイナスに働き、連結経常
利益は前期比で19億3,100万円減益となる59億4,000万円となりました。

▶特別損益では、タカラバイオグループの北米での機器事業の一部を終了したことによる事業整理
損などを特別損失に計上した結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前期比で16億
1,200万円の減益となる27億6,100万円となりました。

＜8/4予想比＞

▶経常利益は36億7,500万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は20億100万円、ともに計画
を上回りました。
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【宝ホールディングス連結：連結貸借対照表】

＜資産の部＞

▶流動資産は全体で31億7,100万円減少しました。

▶手元流動性を高めるため運用目的の有価証券を現金化したことにより有価証券が66億2,000万
円減少し、現金及び預金が42億5,300万円増加したことと、売上の減少により受取手形及び売掛
金が25億1,400万円減少したことが主な要因です。

▶固定資産は全体で47億1,600万円増加しました。

▶有形固定資産が42億5,800万円増加し、無形固定資産が15億4,600万円減少、投資有価証券は
19億円増加しました。

▶有形固定資産の増加は、タカラバイオグループで北米における新事業所用の土地、建物を取得
したことが主な要因で、投資有価証券の増加は時価評価の差額によるものです。

▶資産合計は3月末に比べ15億4,500万円増加しました。

＜負債の部＞

▶流動負債は67億3,200万円減少しました。1年内償還予定の社債が50億円、と支払手形及び買
掛金が18億8,500万円、それぞれ減少したことによるものです。

▶固定負債は長期借入金の増加により、101億9,700万円の増加となりました。この結果、負債合計
は前期末に比べ34億6,400万円の増加となりました。

＜純資産の部＞

▶利益剰余金は、親会社株主に帰属する四半期純利益27億6,100万円と、配当金の支払い39億
5,400万円などにより、結果として11億9,200万円減少しました。

▶その他包括利益累計額の減少5億1,300万円は、3月末対比で為替レートが円高となったことによ
る為替換算調整勘定の減少が主な要因です。

▶純資産合計は前期末に比べ19億1,900万円減少しました。
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【宝ホールディングス連結：連結キャッシュフロー計算書】

▶営業キャッシュフローはプラス60億8,100万円で、前期比で64億2,700万円の増加となりました。運
転資本に含まれる、売上債権や仕入債務、未払酒税などが減少したのが主な要因です。

▶投資キャッシュフローは、マイナス31億200万円となりました。設備投資による有形・無形固定資産
の取得が88億2,100万円あり、前期比では11億8,000万円支出が増加しました。

▶財務キャッシュフローはプラス12億200万円で、前期比で104億1,700万円の増加となりましたが、
これは長期借入金による収入が主な理由です。

▶当第2四半期末の現金及び現金同等物残高は前年同期末に比べ119億2,600万円増加しました。
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【宝酒造：連結損益計算書】

＜前期比＞

▶売上高は9億7,000万円減収の741億6,400万円となりました。

▶カテゴリー別では、ソフトアルコール飲料や原料用アルコール等が増収となりましたが、それらを
除くすべてのカテゴリーで減収となりました。

▶新型コロナウイルス感染症の影響による飲食店需要の減少に加え、昨年10月の消費増税前の駆
け込み需要があった反動も影響しました。

▶売上総利益は、売上高の減少により、5億6,700万円減少の、289億8,100万円となりました。

▶販売費及び一般管理費は、前期に比べ1億1,100万円減少の273億5,500万円となりました。運送
費、広告宣伝費が増加しましたが、販売促進費や人件費などの管理費は減少しました。

▶営業利益は、前期に比べ4億5,500万円の減益となる、16億2,600万円となりました。

＜8/4予想比＞

▶前回8/4に公表した業績予想の修正において、宝酒造および宝酒造インターナショナルグルー
プは、上期および通期の業績予想を期初計画から据え置いていますので、その前提でご説明い
たします。

▶売上高は、8/4予想との比較では、焼酎や原料用アルコール等は計画を上回ったものの、清酒、
ソフトアルコール飲料、本みりん等の売上高の未達をカバーできず、全体の売上高は8/4予想を2
億6,300万円下回りました。

▶利益面では、原材料のコスト抑制により、売上総利益の段階で計画を2億6,400万円上回り、販売
費及び一般管理費の抑制にも努めた結果、営業利益は8/4予想を6億7,200万円上回りました。
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【宝酒造インターナショナルグループ：連結損益計算書】

▶売上高は、海外酒類が7億5,700万円、海外日本食材卸が89億6,300万円、それぞれ減収となり、
全体では91億9,100万円減収の312億8,600万円となりました。

▶海外日本食材卸を中心に、世界各地でのロックダウン等の影響を大きく受けました。

▶売上総利益は、売上高の減少により、23億3,800万円減益の、91億4,500万円となりました。

▶販売費及び一般管理費は、運送費や販売促進費、管理費その他に含まれる人件費などの減少
により、全体では3億7,600万円の減少となり、営業利益は19億6,100万円の減益となる、マイナス3
億9,600万円となりました。

＜8/4予想比＞

▶新型コロナウイルス感染症拡大の影響が当第2四半期累計期間においては想定したほど大きくな
らず、また海外の各グループ会社において、小売店への販路拡大やテイクアウト需要への対応な
ど、コロナ禍での販売拡大に努めたことで、売上高は49億3,100万円、営業利益は15億5,500万
円、計画を上回りました。
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▶2021年3月期の通期の業績予想についてご説明します。
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【宝ホールディングス連結：通期業績予想】

▶通期の業績予想につきましては、当初新型コロナウイルス感染症の影響が2020年7月頃まで続く
ことを前提としておりましたが、これがさらに長期化することを織り込み、連結売上高は、8/4予想
を18億円下回る2,740億円を計画しています。

▶利益面では、宝酒造および宝酒造インターナショナルグループを中心に販売費及び一般管理費
の抑制に努めることに加え、タカラバイオグループにおける生産稼働率の向上による売上原価率
の改善を織り込み、全体の営業利益は、8/4予想を18億円上回る138億円を計画しています。

▶経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益についても、それぞれ前回予想を上回る見込み
です。
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【宝酒造：通期業績予想】

▶売上高は1,545億200万円と、8/4予想を6億5,500万円下回るものの、営業利益は8/4予想を4億
1,500万円上回る47億円を計画しています。

▶新型コロナウイルス感染症の影響の長期化による売上高の減少を、原材料コストの抑制と販売費
及び一般管理費の抑制に努めることで補う計画です。
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【宝酒造インターナショナルグループ：通期業績予想】

▶売上高は8/4予想を21億5,600万円下回る683億7,400万円を計画し、販売費及び一般管理費の
圧縮に努めることで、営業利益は8/4予想を1億700万円上回る2億5,200万円となる計画です。
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【2020年3月期事業戦略 発表者：代表取締役社長 木村 睦】

▶2021年3月期の事業戦略についてご説明します。
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▶宝グループ連結の上期実績と通期予想の概況は記載の通りです。
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▶各グループの事業戦略について、国内事業を担う宝酒造からご説明します。
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▶宝酒造の上期実績と通期予想の概況は記載の通りです。
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▶宝酒造における、家庭用ルートと業務用ルートの動向についてご説明します。

▶①タカラ「焼酎ハイボール」や②「極上宝焼酎」など、家庭用比率が高い製品については、前年を
超える水準で推移しています。

▶一方、③松竹梅「豪快」（業務用ルート限定）や④スパークリング清酒「澪」、⑤全量焼酎「一刻者」
といった業務用への販売比率が相対的に高い製品においては、４月、５月を底に、一定の回復
の兆しは見られるものの、依然として厳しい状況が続いています。
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▶宝酒造の事業戦略についてご説明します。

①和酒No.1企業としての強みを活かした、利益創出型の企業体質への進化

▶好調の続くソフトアルコール飲料に、“タカラ「焼酎ハイボール」”の高付加価値品や、人気のレモ
ンサワーを手軽に楽しめる“寶「極上レモンサワー」”、清酒ではスパークリング清酒「澪」や「一果」
など、収益性の高い商品の育成を継続し、商品ミックスの改善による収益性の向上に努めていま
す。

②お客様のニーズを捉え、利益の視点を高めた商品開発・育成の推進

▶当期より事業本部制を廃止し、技術部門と商品企画・育成部門が一体となった組織に再編するこ
とで、これまで以上に市場や顧客ニーズの変化への対応力を向上させます。
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（事業戦略 続き）

③お客様の需要を喚起する効率的な育成策の継続によるブランド価値の向上

▶前期より立ち上げた社内SNSを通じて、社員が小売店などの現場で集めたお客様の声や効果的
な販売方法に関する情報を集約し、リアルタイムにその情報を全社に共有することで、ニーズに
合った商品開発や、成功体験の横展開に活用する試みを進めています。

④全体最適視点でのコスト削減の推進

▶当期より、本社にコスト削減を検討・推進するための専門部署を立ち上げ、今後も想定されるコス
トアップへの対応力強化を、全社一体となって進めます。
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▶海外事業を展開する宝酒造インターナショナルグループについてご説明します。
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▶宝酒造インターナショナルグループの上期実績と通期予想の概況は記載の通りです。
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▶海外酒類事業の概況は記載の通りです。
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▶海外日本食材卸事業の概況は記載の通りです（1/2）。
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▶海外日本食材卸事業の概況は記載の通りです（2/2）。
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▶宝酒造インターナショナルグループの事業戦略について、直近のトピックをご説明します。

◆フーデックスグループ限定 日本酒ブランドを開発

▶「L’ATELIER DU SAKE（アトゥリエ・ドウ・サケ）」＜大吟醸＞という商品名で、主に日本酒をあまり
飲んだことがない欧米人をターゲットに、フーデックスグループの販売エリア限定での展開で、こ
の10月より輸出を開始しました。

▶これまでは、宝酒造が国内で展開する商品を海外に輸出することが中心でしたが、この商品は、
フーデックスの現地スタッフが商品デザインやネーミングを考え、商品の中身には、宝酒造の「白
壁蔵」で製造した大吟醸を使用するという、国内と海外のコラボレーションを実現した当社グルー
プの強みを活かしたブランドです。

◆ミューチャルトレーディング LA倉庫の拡張移転を完了

▶当初は本年5月頃の移転を予定していましたが、新型コロナウイルスの影響により工事が遅延し、
この11月より使用開始となりました。

▶従来より60％以上の増床、保管容量は約３倍となり、配送効率を向上させることで、今後も拡大が
期待される海外の日本食市場において競争力を高めていく考えです。
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▶バイオ事業を展開するタカラバイオグループについてご説明します。

27



▶タカラバイオグループの上期実績と通期予想の概況は記載の通りです。
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▶タカラバイオグループの事業戦略についてご説明します。

▶当期は新型コロナウイルス感染拡大防止のための社会要請に最優先で対応しています。

◆PCR検査試薬・装置の供給

▶新型コロナウイルスの検査キットを体外診断用医薬品として販売開始しました。

▶また、用途に応じたPCR装置の豊富なラインアップにより、検査需要の増加に対応していく方針で
す。

◆CDMO事業の拡大

▶新型コロナウイルスに対するDNAワクチン関連の製造などを受託することに伴い、「遺伝子・細胞
プロセッシングセンター2号棟」などの未実装エリアの追加整備を進めています。

▶厚生労働省の補助金も活用し、DNAワクチンを含む、再生医療等製品の製造キャパシティを拡
大し、要員も増員することで対応の強化に努めます。
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▶「企業価値向上に向けて」として、新型コロナウイルス感染症に対する当社グループとしての取
り組みと考え方についてご説明します。
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▶新型コロナウイルス感染症の拡大により、世界経済は大きな打撃を受け、人々の生活にも様々な
変化をもたらしました。

▶こうした中、当社グループは各セグメントにおいて記載のような取り組みを進めています。
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▶新型コロナウイルス感染症の拡大には、未だ収束の兆しは見えず、先行き不透明な状況が続い
ていますが、やがて訪れるであろうニューノーマルにおいては、人々の消費行動や安全・健康意
識の変化、あるいは働き方の多様化など、さまざまな社会課題への対応が求められると予想され
ます。

▶そうした中で当社グループが果たすべき役割は、企業理念に基づく事業活動を実践し、長期経
営構想に掲げるVisionを実現していくことそのものであると考えています。
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▶当社グループの「価値創造プロセス」にも示しているように、国内事業、海外事業、バイオ事業の
３つの事業を有することが、当社グループの特徴であり、強みだと考えています。

▶ニューノーマルの到来、あるいはその先の将来においても様々な環境変化が訪れる可能性があ
りますが、いかなる時代においても、当社グループはこの独自のバランスのとれた事業ポートフォ
リオを活かした社会的価値の創造により、持続可能な社会づくりに向けた企業としての責任を果
たしてまいります。

▶そして、３つの事業を核とした価値創造プロセスの実践を通じて、長期経営構想に掲げるVision
の実現と企業価値の向上を目指します。
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